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特
と く ち ょ う て き

徴的な事
じ こ

故実
じ っ た い

態1
車
くるま

は便
べ ん り

利で快
かいてき

適な乗
の

り物
もの

ですが、その反
はんめん

面、使
つか

いかたを誤
あやま

ると悲
ひ さ ん

惨な交
こうつう

通事
じ

故
こ

を起
お

こす恐
おそ

ろしい凶
きょうき

器にもなります。交
こうつう

通事
じ こ

故は大
おお

きな社
しゃかい

会問
もんだい

題であり、

毎
まいとし

年多
おお

くの人
ひと

が交
こうつう

通事
じ こ

故で死
ししょう

傷しています。

平
へいせい

成30年
ねんちゅう

中の死
し し ゃ す う

者数は、3,532人
にん

（前
ぜんねん

年比
ひ

−162人
にん

）で、過
か こ

去最
さいあく

悪であった

昭
しょうわ

和45年
ねん

（16,765人
にん

）の3割
わり

以
い か

下となりました。

また、交
こうつう

通事
じ こ

故発
はっせい

生件
けんすう

数（430,601件
けん

）、負
ふしょうしゃすう

傷者数（525,846人
にん

）は、過
か こ

去

最
さいあく

悪であった平
へいせい

成16年
ねん

から引
ひ

き続
つづ

き減
げんしょう

少しており、17年
ねん

以
い ら い

来14年
ねん

連
れんぞく

続の減
げんしょう

少

となりました。

22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年平成
21年

死者数

発生件数

負傷者数

737,637 725,924
692,084

665,157
629,033

573,842
536,899

499,201
472,165

4,979

911,215 896,297
854,613

825,392
781,492

711,374
666,023

618,853
580,850

525,846

4,948 4,691
4,438 4,388

4,113 4,117 3,904 3,6943,694 3,5323,532
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10,000

8,000

6,000
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（1）発

はっせい

生時
じ か ん た い

間帯
死
し ぼ う

亡事
じ こ

故は16時
じ

から20時
じ

の時
じ か ん た い

間帯に多
おお

く発
はっせい

生しています。この時
じ か ん た い

間帯に
多
た は つ

発しているのは、昼
ひ る ま

間に比
くら

べて運
うんてん

転に必
ひつよう

要な情
じょうほう

報がとりにくく、認
に ん ち

知、
判
はんだん

断が遅
おく

れること、交
こうつうりょう

通量が少
すく

なくなって速
そ く ど

度を出
だ

しやすく、また、注
ちゅういりょく

意力
が散

さんまん

漫になることなどが原
げんいん

因としてあげられます。

交
こうつう

通事
じ こ

故の特
とくちょう

徴1

	 死
しぼう

亡事
じ こ

故の道
どうろ

路形
けいじょうべつ

状別発
はっせい

生状
じょうきょう

況（件
けんすう

数）	
事故件数

道路形状

交 差 点

単  路

カーブ・屈折

そ の 他

500 1,000 1,500 2,000 2,500

1,576件（45.7％）

平成30年
平成29年

1,666件（45.9％）

1,236件（35.9％）

1,289件（35.5％）

500件（14.5％）

547件（15.1％）

137件（4.0％）

128件（3.5％）

（2）発
はっせい

生場
ば し ょ

所
死
し ぼ う

亡事
じ こ

故は交
こ う さ て ん

差点とその付
ふ き ん

近で最
もっと

も多
おお

く発
はっせい

生しています。交
こ う さ て ん

差点は上
のぼ

り下
くだ

りの交
こうつう

通だけでなく、左
さ ゆ う

右の交
こうつう

通も加
くわ

わり、また、車
しゃりょう

両や歩
ほ こ う し ゃ

行者が交
まじ

わりあ
い、他

た

の交
こうつう

通とかかわりあいながら通
つうこう

行する場
ば し ょ

所だからです。
これについで単

た ん ろ

路の事
じ こ

故が多
おお

くなっています。単
た ん ろ

路は速
そ く ど

度を出
だ

しやすいこ
と、無

む ぼ う

謀運
うんてん

転をしがちなことなどが関
かんけい

係しています。
つぎにカーブ・屈

くっせつ

折地
ち て ん

点が続
つづ

きます。速
そ く ど

度の出
だ

しすぎやハンドル操
そ う さ

作のミ
スなど、安

あんぜん

全を無
む し

視した運
うんてん

転が原
げんいん

因となっています。

構成比
（％）

時間帯

発生
件数

6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 0～2 2～4 4～6

600

500

400

300

200

8.4 9.1 10.6 8.0 9.6 11.2 11.6 7.9 5.9 5.4 5.0 7.2

289件
314件

367件

275件
332件

385件 401件

272件

203件 187件 174件

250件

（平
へいせい

成30年
ねん

）	 死
し ぼ う

亡事
じ こ

故の時
じかんたいべつ

間帯別発
はっせい

生状
じょうきょう

況（件
けんすう

数）	
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（3）運
うんてんしゃ

転者の年
ねんれい

齢

死
し

亡
ぼう

事
じ

故
こ

件
けんすう

数を年
ねんれいそうべつ

齢層別に見
み

ると、高
こうれいしゃ

齢者が最
もっと

も多
おお

く、ついで40歳
さいだい

代、

50歳
さいだい

代の順
じゅん

に多
おお

くなっています。前
ぜんねん

年と比
ひ

較
かく

すると、40歳
さいだい

代が最
もっと

も減
げんしょう

少し

ました。

若
わかもの

者の運
うんてん

転による死
し

亡
ぼう

事
じ こ

故は、昭
しょう

和
わ

50年
ねんだいなか

代半ばから増
ぞう

加
か

傾
けいこう

向にありまし

たが、平
へいせい

成2年
ねん

（3,828件
けん

）をピークに減
げんしょう

少に転
てん

じ、その後
ご

はほぼ一
いっかん

貫し

て減
げんしょう

少し、10年
ねんかん

間で3分
ぶん

の1以
い か

下となり、17年
ねん

には30歳
さいだい

代を下
したまわ

回りまし

た。一
いっぽう

方、高
こうれいうんてんしゃ

齢運転者による死
し

亡
ぼう

事
じ こ

故は、運
うんてんめんきょ

転免許保
ほ

有
ゆうしゃすう

者数が10年
ねんかん

間で約
やく

1.8倍
ばい

に増
ぞう

加
か

していることなどを背
はいけい

景に、依
い

然
ぜんたか

高い水
すいじゅん

準にあり、20年
ねん

以
い こ う

降

連
れんぞく

続して最
さい

多
た

の年
ねんれいそう

齢層となりました。中
なか

でも75歳
さい

以
い

上
じょう

は、より高
たか

い水
すいじゅん

準に

あります。

年
ねんれいそうべつ

齢層別第
だいいちとう

一当事
じ

者
しゃ

（原
げんつき

付以
いじょう

上運
うんてんしゃ

転者）の死
し

亡
ぼう

事
じ こ

故件
けんすう

数の推
すいい

移

16～24歳
25～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～64歳
65歳以上

16～24歳
25～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～64歳
65歳以上

合 計

353
222
438
599
505
236
893

3,246

412
216
459
626
487
244
965

3,409

721
370
760
670
671
339
908

4,439

589
343
813
713
634
404
945

4,441

584
377
694
689
573
364
894

4,175

512
338
652
655
536
331
904

3,928

490
335
550
669
499
342
979

3,864

443
271
518
639
527
284
957

3,639

437
269
485
586
559
254
992

3,582

年齢

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200
 （件）

29年

318
186
389
524
494
223
960

3,094

30年平成21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年

若
じゃくねん

年運
うんてんしゃ

転者の死
し ぼ う

亡事
じ こ

故を見
み

ると、とくに正
しょうめん

面衝
しょうとつ

突、出
で

会
あ

い頭
がしら

の事
じ こ

故が

目
め だ

立っています。無
む

謀
ぼう

な運
うんてん

転をしたり、漫
まんぜん

然とした運
うんてん

転をしたりする傾
けいこう

向が

あることが関
かんけい

係していると考
かんが

えられます。
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（4）運
うんてん

転経
けいけん

験

運
うんてん

転経
けいけんべつ

験別に見
み

ると、経
けいけん

験年
ねんすう

数が短
みじか

い人
ひと

ほど事
じ こ

故を起
お

こす割
わりあい

合が高
たか

くな

っています。これは、危
き け ん

険を予
よ そ く

測する能
のうりょく

力や安
あんぜん

全運
うんてん

転をしようとする心
こころがま

構え

が十
じゅうぶん

分でないからといえます。

（5）法
ほうれい

令違
い は ん

反

死
し ぼ う

亡事
じ こ

故の要
よういん

因となった法
ほうれい

令違
い は ん

反の中
なか

では、漫
まんぜん

然運
うんてん

転が最
もっと

も多
おお

く、つ

いで運
うんてん

転操
そ う さ

作不
ふ て き

適、脇
わ き み

見運
うんてん

転の順
じゅん

になっています。しかし、若
じゃくねんうんてんしゃ

年運転者で

は漫
まんぜん

然運
うんてん

転や運
うんてん

転操
そ う さ

作不
ふ て き

適が、高
こうれいうんてんしゃ

齢運転者では運
うんてん

転操
そ う さ

作不
ふ て き

適が多くなって

います。いずれも運
うんてんしゃ

転者の心
こころがま

構えと、ちょっとした注
ちゅうい

意や危
き け ん

険予
よ そ く

測で防
ふせ

げ

るものです。

	 要
よういんべつ

因別死
しぼう

亡事
じ こ

故発
はっせい

生状
じょうきょう

況（第
だいいち

一当
とうじしゃ

事者）	 （平
へいせい

成30年
ねん

）

違反態様

漫 然 運 転

運転操作不適

脇 見 運 転

安全不確認

歩行者妨害等

通 行 区 分

交差点安全進行

最 高 速 度

信 号 無 視

優先通行妨害

一時不停止

安 全 速 度

動静不注視

過 労 運 転

追 越 し

横断・転回等

徐 行

踏切不停止

酒酔い運転

そ の 他

構成比（％）
5 10 15 20

16.7％（518件）

13.3％（412件）

12.0％（371件）

11.6％（360件）

7.5％（232件）

5.8％（181件）

4.3％（134件）

4.3％（133件）

3.6％（113件）

3.4％（104件）

2.8％（88件）

2.4％（73件）

2.2％（68件）

1.0％（30件）

0.8％（24件）

0.5％（15件）

0.5％（15件）

0.4％（11件）

6.8％（207件）

0.3％（10件）
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二
に り ん し ゃ

輪車の露
ろ し ゅ つ せ い

出性と傷
し ょ う が い

害2
二
に り ん し ゃ

輪車は、全
ぜんしん

身が常
つね

に外
が い ぶ

部にさらされているため、事
じ こ

故を起
お

こした場
ば あ い

合は重
じゅう

大
だい

事
じ こ

故となる危
き け ん せ い

険性が非
ひじょう

常に高
たか

くなります。

（1）服
ふくそう

装など

○ア	　体
からだ

の露
ろしゅつ

出がなるべく少
すく

なくな
るような服

ふくそう

装をし、できるだけ

プロテクターを着
ちゃくよう

用しましょう。

○イ		　他
ほか

の運
うんてんしゃ

転者から見
み

て、よく目
め

につきやすいものを着
き

るようにしましょう。

○ウ	　げたやサンダルなど、運
うんてん

転の妨
さまた

げになる履
は

き物
もの

をはいて運
うんてん

転してはいけ
ません。

○エ	　夜
や か ん

間は、反
はんしゃせい

射性の衣
い ふ く

服または反
はんしゃざい

射材のついた乗
じょうしゃよう

車用ヘルメットを着
ちゃくよう

用す
るようにしましょう。

○オ	　同
どうじょうしゃ

乗者についても同
どうよう

様です。

（2）ヘルメットの着
ちゃくよう

用

○ア	　乗
じょうしゃよう

車用ヘルメットをかぶらないで、自
じ

動
ど う に り ん し ゃ

二輪車や原
げ ん ど う き つ き

動機付自
じ て ん し ゃ

転車を運
うんてん

転
してはいけません。また、乗

じょうしゃ

車用
よう

ヘルメットをかぶらない人
ひと

を乗
の

せて自
じ ど う

動

二
に り ん

輪車
しゃ

を運
うん

転
てん

してはいけません。

二
に り ん し ゃ

輪車（原
げ ん ど う き つ き

動機付自
じ て ん し ゃ

転車を含
ふく

む）に乗
の

っていて、事
じ こ

故で死
し ぼ う

亡した人
ひと

の

多
おお

くは、頭
と う ぶ

部のけがが致
ちめいしょう

命傷となっています。

○イ		　乗
じょうしゃよう

車用ヘルメットは、PS（C）マークかJISマーク＊1のついたものを
使
つか

い、あごひもを確
かくじつ

実にしめるなど正
ただ

しく着
ちゃくよう

用しましょう。

　工
こ う じ よ う

事用安
あんぜんぼう

全帽は、乗
じょうしゃよう

車用ヘルメットではありません。

脚
きゃくぶ

部の負
ふしょう

傷に注
ちゅうい

意
事
じ こ

故によるけがで最
もっと

も多
おお

いのは、
脚
きゃくぶ

部（足
あし

）です。万
まんいち

一転
てんとう

倒した場
ば あ い

合は、
車
しゃりょう

両に巻
ま

き込
こ

まれないようにしまし
ょう。

ピックアップPick up 交
こうつう

通事
じ こ

故による二
に り ん

輪運
うんてんしゃ

転者の傷
しょうがい

害部
ぶ い

位（全
ぜんしょうがい

傷害）

＊1

PSCマーク

JISマーク

×

53,828
人

頭部 5.1％
その他 5.6％

脚部  
35.1％

腕部
22.2％

頸部 
16.1％

腰部8.6％

胸部7.3％

（平
へいせい

成30年
ねん

）



243●

特
徴
的
な
事
故
と
事
故
の
悲
惨
さ

9
3つの責

せきにん

任
① 民

みんじじょう

事上の責
せきにん

任
交
こうつう

通事
じ こ

故の裁
さいばん

判で、近
きんねん

年ではつぎのような高
こうがく

額な損
そんがいがく

害額を認
みと

めた例
れい

があります。

② 刑
けいじじょう

事上の責
せきにん

任
自
じどうしゃ

動車の運
うんてんじょう

転上必
ひつよう

要な注
ちゅうい

意をおこたり、人
ひと

を死
ししょう

傷させた場
ば あ い

合には「自
じどうしゃ

動車の
運
うんてん

転により人
ひと

を死
ししょう

傷させる行
こ う い

為等
とう

の処
しょばつ

罰に関
かん

する法
ほうりつ

律」の過
かしつうんてんちししょうざい

失運転致死傷罪で7
年
ねん

以
い か

下の懲
ちょうえき

役または禁
き ん こ

錮に処
しょ

せられることがあります。
ただし、アルコールや薬

やくぶつ

物の影
えいきょう

響で正
せいじょう

常な運
うんてん

転ができない状
じょうたい

態での運
うんてん

転や、
通
つうこうきんしどうろ

行禁止道路（歩
ほこうしゃ

行者専
せんようどうろ

用道路や高
こうそくどうろ

速道路の逆
ぎゃくそう

走など）での危
き け ん

険な速
そ く ど

度での運
うんてん

転
など、悪

あくしつ

質・危
き け ん

険な運
うんてん

転で人
ひと

を死
ししょう

傷させた場
ば あ い

合には危
きけんうんてんちししょうざい

険運転致死傷罪が適
てきよう

用され、
人
ひと

を死
し ぼ う

亡させた場
ば あ い

合は1年
ねん

以
いじょう

上20年
ねん

以
い か

下の懲
ちょうえき

役、負
ふしょう

傷させた場
ば あ い

合は15年
ねん

以
い か

下の
懲
ちょうえき

役に処
しょ

せられます。
また、アルコールや薬

やくぶつ

物または意
いしきしょうがい

識障害をもたらす病
びょうき

気などの影
えいきょう

響がある
状
じょうたい

態で運
うんてん

転し、正
せいじょう

常な運
うんてん

転ができなくなって人
ひと

を死
し ぼ う

亡させた場
ば あ い

合は15年
ねん

以
い か

下の
懲
ちょうえき

役、負
ふしょう

傷させた場
ば あ い

合には12年
ねん

以
い か

下の懲
ちょうえき

役に処
しょ

せられます。
なお、無

むめんきょ

免許運
うんてん

転の場
ば あ い

合はさらに刑
けいばつ

罰が加
かじゅう

重されます。

ピックアップPick up

2011.11. 1

2016. 3.30

2017. 7.18

2016.12. 6

2011.12.27

2011. 2.18

2017. 3.30

2005. 5.17

2007. 4.10

2014. 8.27

2009.12.27

2009. 1. 7

2012.11. 1

2010.11. 9

2003. 9.14

2007. 4.13

2009.12. 3

1998. 5.18

2002.12.11

2010. 7.20

死　　亡

後遺障害

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

男41歳 眼科開業医

男30歳 公務員

男50歳 コンサルタント

女58歳 専門学校教諭

男21歳 大学生

男20歳 大学生

男32歳 ティーチングアシスタント

男29歳 会社員

男23歳 会社員

男 7 歳 小学生

横浜地裁

札幌地裁

横浜地裁

鹿児島地裁

横浜地裁

名古屋地裁

神戸地裁

名古屋地裁

大阪地裁

東京地裁

認定総損害額 裁判所 判決日 事故日 被害者 被害態様

5億2,853万円

4億5,381万円

4億5,251万円

4億3,961万円

3億9,725万円

3億9,510万円

3億9,095万円

3億8,281万円

3億7,886万円

3億7,370万円

交
こうつう

通事
じ こ

故の高
こうがく

額判
はんけつ

決例
れい

（人
じんしん

身事
じ

故
こ

）

認定総損害額 裁判所 判決日 事故日

1994. 7.19

1996. 7.17

1980. 7.18

2011.12. 7

1998.10.26

2000. 6.27

2008. 5.14

2004. 1.16

2001.12.25

2001. 8.28

1985. 5.29

1991. 2.23

1975. 3. 1

2007. 4.19

1992. 9.14

1996. 9.26

1999. 9.25

2001. 3. 9

1999.11. 5

1999. 5.16

2億6,135万円

1億3,580万円

1億2,036万円

1億1,798万円

1億1,347万円

6,124万円

4,141万円

3,391万円

3,156万円

3,052万円

積 荷 （呉服・洋服・毛皮）

店 舗 （パチンコ店）

電車・線路・家屋

トレーラー

電 車

積 荷

積 荷

大型貨物車・積 荷

４階建ビル

店 舗 （サーフショップ）

神戸地裁

東京地裁

福岡地裁

大阪地裁

千葉地裁

岡山地裁

大阪地裁

名古屋地裁

東京地裁

東京地裁

被害物件

交
こうつう

通事
じ こ

故の高
こうがく

額判
はんけつ

決例
れい

（物
ぶっそん

損事
じ

故
こ

）

（一
いっぱんしゃだんほうじん

般社団法人　日
にほんそんがいほけんきょうかいしりょう

本損害保険協会資料による）
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③ 行
ぎょうせい

政処
しょぶん

分
平
へいせい

成30年
ねん

中
ちゅう

の運
うんてん

転免
めんきょ

許の取
と

り消
け

し件
けんすう

数は42,887件
けん

、停
て い し

止件
けんすう

数は237,792件
けん

です。
運
うんてん

転免
めんきょ

許の取
と

り消
け

しに伴
ともな

う欠
けっかく

格期
き か ん

間（免
めんきょ

許を受
う

けることができない期
き か ん

間）は、１
年
ねん

から10年
ねん

までとされているほか、運
うんてん

転免
めんきょ

許を取
と

り消
け

された人
ひと

が運
うんてん

転免
めんきょ

許を
再
さいしゅとく

取得しようとする場
ば あ い

合は、取
とりけし

消処
しょぶんしゃ

分者講
こうしゅう

習を受
う

けなければなりません。
運
うんてん

転免
めんきょ

許の停
て い し

止については、30日
にち

から180日
にち

までの処
しょぶん

分日
にっすう

数があります。

42,248
44,237

42,887

（件）

件数

年　次 平成30年平成28年 平成29年

50,000

40,000

30,000

運
うんてん

転免
めんきょ

許の取
と

り消
け

し件
けんすう

数

※� 初
しょしん

心取
と

り消
け

し、病
びょうき

気等
とう

および重
じゅうだい

大違
い は ん

反唆
そそのか

し等
とう

による取
と

り消
け

しを含
ふく

み、申
しんせい

請取
と

り消
け

しを除
のぞ

く

299,425

273,601

237,792

（件）

件数

年　次 平成30年平成28年 平成29年

300,000

250,000

200,000

運
うんてん

転免
めんきょ

許の停
ていし

止件
けんすう

数


